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１ 目的 

 本事業は、近代建築において数々の建築物を手掛けている本市出身の坂倉準三氏が設計

をした旧本庁舎について、建物本体並びにその建築に関わる貴重な資料を市民はじめとす

る多くの方々に幅広く公開し、旧本庁舎について興味を持ってもらうため、デジタルアー

カイブ等の技術を活用し、旧本庁舎の記録、記憶を将来にわたり保存することを委託によ

り行う。 

 本要領は、業務委託にあたり、公募型プロポーザル方式により、事業者の提案内容や能

力等を総合的に判断し、本業務に最も適した提案者を決定するために必要な事項を定める

ことを目的とする。 
 
２ 業務概要 

 ⑴ 業 務 名 
  羽島市旧本庁舎デジタルアーカイブ等業務委託 
 ⑵ 業 務 内 容 
  「羽島市旧本庁舎デジタルアーカイブ等業務委託仕様書」のとおり 
 ⑶ 履 行 期 間 
  契約締結日から令和６年２月２９日まで 
 ⑷ 契約限度額 
  総額 １０，０００，０００円 
  ※金額は、消費税及び地方消費税含むものとする。 
  ※提案上限額は、契約時の予定額を示すものではなく、事業の規模を示すものである

が、この金額を超えて提案した場合は失格とする。 

 
３ 参加資格要件 

 この要領に基づく公募型プロポーザル参加者は、次に掲げる要件を全て満たしている者

とする。 
 ⑴ 参加意向表明書兼誓約書等の提出時において、令和５年度羽島市指名競争入札参加

者名簿（物品・役務等）に登載されている者で、業務委託の業種に登録されているこ

と。ただし、登録されていない者であっても、入札参加資格申請書類（以下「資格申

請書類」という。）を提出した上で、資格を有すると認められる者は参加できるもの

とする。 
 ⑵ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない

こと。 
 ⑶ 契約締結の日までに、羽島市競争入札参加資格停止の措置要領（平成１９年９月 

２５日決裁）並びに羽島市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２

年８月１２日決裁）に基づく資格停止期間がないこと。 
 ⑷ 公募開始の日から契約締結の日までの間、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）

の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）

の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。 
 ⑸ 暴力団による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第

２号に規定する暴力団及び警察当局から排除要請がある者でないこと。 
 ⑹ 過去１０年以内において、デジタルアーカイブ技術を活用した業務委託を受注し、

本業務の公募型プロポーザルの実施に係る公示の日現在において、当該業務が完了し

ている実績を有すること。 
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４ 公募スケジュール 

実施内容  実施期間または期日 

実施要領等の公開（公告） 令和５年５月１１日（木） 
質問受付期間 令和５年５月１２日（金）～５月１８日（木） 
質問回答期日 令和５年５月２３日（火） 
参加意向表明書の提出期間 令和５年５月１２日（金）～５月２６日（金）  
企画提案要請書の通知 令和５年５月３０日（火） 
企画提案書等の提出期限 令和５年６月２１日（水） 
プレゼンテーション審査 令和５年６月２９日（木） 
特定結果の通知 令和５年６月３０日（金）（予定） 
契約締結 令和５年７月初旬（予定） 
※ 実施要領等については、令和５年５月１１日（木）から、本市ホームページにて公開

する。 

 
５ 質問の受付及び回答 

 質問の受付は、次のとおりとする。 

 ⑴ 提出期限 令和５年５月１８日（木）１７時必着 

 ⑵ 提出方法 質問書（第１号様式）に必要事項を記載し、「１３ 担当連絡先（事務

局）に記載の電子メールアドレス宛てに送付すること。なお、電話及び口頭による質

問は受け付けない。 
 ⑶ 回答方法 令和５年 ５月 ２３日（火）１７時までに、市ホームページで回答する。

その際、質問者名は公表しない。 
 ⑷ 注意事項 質問に対する回答は、実施要領等を補完するものとする。 
 

６ 参加意向表明書の提出 

 ⑴ 提出書類 

書類 様式 記入上の留意事項 提出部数 

参加意向表明書 様式２  原本：１部 

（クリップ留め） 

 

写し：１部 

（クリップ留め） 

会社概要書 様式３ 

各様式の注意事項を参照 
業務実績 様式４ 

予定技術者調書 様式５ 

業務実施方針 様式６ 

 

 ⑵ 提出期限 令和５年５月２６日（金）１７時必着 
 ⑶ 提出方法 羽島市役所総務部管財課庁舎管理担当（新庁舎３階 ８１番窓口）へ 

持参又は郵送（郵送の場合必着） 
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７ 企画提案書の提出 
 ⑴ 提出書類 

書類 様式 記入上の留意事項 提出部数 
企画提案提出書 様式７  原本：１部 

（クリップ留め） 

 

写し：１部 

（クリップ留め） 

企画提案書 
様式８-１

～ 
８-５ 

・企画提案は、別紙「企画提案テ

ーマ」について提案すること。 
・デジタル技術等を活用して分か

りやすい内容に努めること。 

見積書 ― 

・様式は原則自由であるが、代表

者印等押印のうえ、あて先は羽島

市長とすること。 
・業務の合計額（消費税込み）と

その項目別の内訳書を添付するこ

と。 

２部 

 
 ⑵ 提出期限 令和５年６月２１日（水）１７時必着 
 ⑶ 提出方法 羽島市役所総務部管財課庁舎管理担当（新庁舎３階 ８１番窓口）へ 

持参又は郵送（郵送の場合必着） 

 

８ 審査及び選定方法について 

 ⑴ 審査委員会 

  提案採用者の候補を選定するため、審査委員会を設置する。 

 ⑵ 第１次審査（書類審査） 

  ア プロポーザル参加者が６社以上の場合は第１次審査（書類審査）を実施する。な

お、プロポーザル参加者が５社以下の場合は、第１次審査を省略し、第２次審査に

おいて書類審査をあわせて実施する。 

  イ 第１次審査における審査項目、評価基準の概要、配点は次のとおりとする。 

審査項目 評価基準 配点 

業務実績 

（様式４） 
企業における業務実績を評価する。 ５ 

配置予定技術者の業務実績 

（様式５） 

配置予定技術者（管理技術者）の業務実績を評価

する。 
５ 

配置予定技術者（担当技術者）の業務実績を評価

する。 
５ 

業務実施方針及び業務実施

スケジュール 

（様式６） 

業務の実施方針、業務の実施体制、工程計画、特

に重視する業務実施上の配慮事項について、的確

性、創造性、実現性を総合的に評価する。 

１５ 

合計 ３０ 

  ウ 参加表明者が５者以下であった場合においても審査を行い、各審査委員の採点合

計の７割を最低基準ラインとする。最低基準ラインに達しない場合は、失格とする。 

 ⑶ 第２次審査 

  ア 第２次審査では、次のとおり、企画提案についてプレゼンテーションを実施し、

審査委員によるヒアリングを行う。 
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   ① 実施日時：令和５年６月２９日（木）※詳細な時間帯は別途通知 
   ② 実施場所：羽島市役所新庁舎４階 406 会議室 
   ③ 時間構成：１提案者につき、プレゼンテーション２０分以内、ヒアリング１０

分程度とする。 
   ④ 留意事項  
    ・プレゼンテーション審査の順番は、企画提案書の提出順とする。 
    ・プレゼンテーション審査は非公開とし、出席する者は、参加者を特定できる表

示をしてはならない。 
    ・プレゼンテーション審査には、管理技術者の出席を必須とし、出席者は３人以

内（パソコン操作者含む）とする。 
    ・説明は、配置予定技術者の中から選任し行うものとする。また追加資料の配布

は認めない。 

    ・パワーポイント等の画像の投影については、その内容が企画提案書に合致し、

提案内容の理解を助けるものである場合に限り使用を認める。 

    ・プロジェクター及びスクリーンは用意するが、その他パソコン等の必要なもの

については各自で準備すること。 

  イ 第２次審査の合計点数の総計が、最高得点の者を提案採用者の候補とし、次に高

い得点の者を次点者として特定する。なお、最高得点を取得した者が２者以上ある

場合は、委員長が決定する。 

  ウ 第２次審査における審査項目、評価基準の概要、配点は次のとおりとする。 

審査項目 評価基準 配点 

企画提案 

（様式８-１～８-４） 

「①旧本庁舎プロモーション映像制作」、「②旧

本庁舎ＶＲ（ｳﾞｧｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ）撮影及びコンテンツ

制作」、「③旧本庁舎模型制作」、「④展示用パ

ネル制作」、「⑤自由提案」について的確性、創

造性、実現性を総合的に評価する。 

８０ 

ヒアリング 本業務への取組意欲、理解度、コミュニケーショ

ン能力など総合的に評価する。 
１０ 

見積金額 

（見積書） 

業務内容において提出された見積金額について、

相対的に評価する。 
１０ 

合計 １００ 

 

９ 審査結果の通知 

 ⑴ 第１次審査 

  選定結果を電子メールにより通知する。なお、選定された者のみ、選定結果及びヒア

リング等を実施する旨を、電子メールにより通知する。 

 ⑵ 第２次審査 

  選定結果を電子メールにより第２次審査の参加者全員に通知する。 

 

10 契約事項 

 ⑴ 契約については、提案採用者と提案書に基づき使用の内容を協議したうえで、地方自治

法施行令第１６７条の２第１項に定める随意契約において契約を締結する。ただし、事業

費については、「２ 業務概要⑷ 提案上限額」で示した上限額を超えることはない。 
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 ⑵ 「１１ 資格喪失要件」に該当する場合で提案採用者との契約締結が不可能となった場

合は、次点の提案者との協議を行うことがある。 

 ⑶ 契約の履行に関しては、羽島市契約約款及び仕様書等に基づき、日本国の法令を遵守し

なければならない。 

 

11 資格喪失要件等 

 ⑴ 企画提案書及びその他提出された書類に虚偽の記載があったとき。 

 ⑵ 本要領で定める参加資格要件を満たさなくなったとき。 

 ⑶ 「１０ 契約事項⑴」で行う協議が整わなかったとき。 

 

12 その他留意事項 

 ⑴ 企画提案書等の作成、提出、プレゼンテーション参加等、本プロポーザルによる費

用は、全て参加者の負担とする。 

 ⑵ 提出された参加意向表明書兼誓約書及び企画提案書等の提出物は返却しない。 

 ⑶ 提出期限後の書類の差し替え、再提出は原則として認めない。 

 ⑷ 提出書類は、審査に必要な範囲において無償で複製することができるものとし、提

案採用者の候補の選定以外の目的には、参加者に断りなく使用しない。 

 ⑸ 審査結果に関する一切の事項についての質問、説明請求、意見等は受け付けないも

のとする。 

 ⑹ 本プロポーザルは、「提案採用者の候補の選定」を目的に実施するものであり、契

約後の業務においては、必ずしも提案内容に沿って実施するものではない。 

 ⑺ 本実施要領に定めるもののほか、必要な事項については事務局が定める。 

 

13 担当連絡先（事務局） 

 羽島市役所総務部管財課庁舎管理担当（新庁舎３階 81 番窓口） 

 担当者：入山 

  〒５０１－６２９２ 羽島市竹鼻町５５番地 

  電 話：０５８－３９２－１１１９（直通） 

  ＦＡＸ：０５８－３９４－００２５（代表） 

  Ｅ－ｍａｉｌ：kanzai@city.hashima.lg.jp 

 

 

 

 



 
 

 


